
令和 2年 7月発行

西区

老ク連だより
第72号

発行　福岡市西区老人クラブ連合会　福岡市西区内浜1丁目4-1　☎092-895-7107 編集・印刷　　株式会社 ニチコミ　福岡市博多区博多駅東1丁目13-6 いちご博多イーストビル7Ｆ
　　　　　 ☎092-292-6538　　 ホームページ　http://www.nichicomi.com

毘沙門山
（写真提供：向田　良彦）

■会長あいさつ、役員・専門部会名簿……………2面
■総会、運営方針、表彰関係………………………3面
■月別行事予定……………………………………4面
■総会資料、市老連ソフトダーツ大会 …………5面
■校区活動紹介……………………………………6面

■校区活動紹介、単ク紹介 ……………………………………7面
■「終息の見えないコロナの感染危機」………………………8面
■貯筋体操・特殊詐欺防犯情報 ………………………………9面
■老人クラブ会員向けの保険……………………………… 10面
■会員文芸、美術展について ……………………………… 11面
■会員募集…………………………………………………… 12面

　西区老人クラブ連合会では、全国三大運動である「健康・友愛・奉仕」
の様々な活動に取り組んでいます。特に、グラウンド・ゴルフは人気
のスポーツで校区や単位クラブでも大会を開催しています。
　今は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各行事の開催を控
えていますが、また皆さんと一緒に笑い合いながら活動ができること
を楽しみにしています。

コロナに負けず
みんなで乗り越えよう
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令和 2 年度 役員・専門部会名簿

会　長 吉田　一郎 石　丸

副会長
神園　興也 西　陵

大森　節子 愛宕浜

庶　務 関　　敏己 能　古

会　計 今西小枝子 玄　洋

監　事

山田　芳久 周船寺

古賀　興三 姪　浜

高岡　悦代 金　武

【 役 員 】

部会名 部会長名 副部会長名 部　員　名

総務部会 関　　敏己
（能古）

倉光　利信
（金武）

野村　真潮
（愛宕浜）

山田　弘子
（周船寺）

教養
文化部会

山田　芳久
（周船寺）

田中　正彦
（愛宕）

大堂　眞圓
（姪北）

高岡　悦代
（金武）

白水　国男
（今津）

健康部会 三島　新利
（西都）

中澤　憲三
（壱岐）

黒住ヤス子
（姪浜）

体育部会 古賀　興三
（姪浜）

篠嵜　　弘
（福重）

上原　　豊
（元岡）

三好　　均
（下山門）

伝承社会
奉仕部会

今西 小枝子
（玄洋）

上野タミ子
（石丸）

宮川　一正
（玄界）

広報部会 藤川　拓生
（壱岐南）

江口ハツヨ
（西都）

山﨑　　一
（壱岐東）

女性部会 大森　節子
（愛宕浜）

高岡   悦代
（金武）

黒住ヤス子
（姪浜）

上野タミ子
（石丸）

江口ハツヨ
（西都）

山田　弘子
（周船寺）

【 専 門 部 会 】

　今年度もみんなで力を合わせて、西区老人クラ
ブ連合会を盛りあげてまいります。
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　今日、我が国は少子高齢化の進行により本格的な人口減少社
会を迎えています。特に団塊の世代が全員後期高齢者となる5
年後は「2025年問題」と言われており、社会保障の負担が大き
な課題となっています。
また、核家族化の進行による高齢者の一人暮らしや夫婦世帯
が増え、さらには地域コミュニティの希薄化などにより地域社
会も大きく変容し、地域住民の結びつき、絆も弱まってきていま
す。
　私たちの老人クラブも、高齢者の趣味の多様化や価値観の
相違、リーダーの後継者不足により、全国的に老人クラブの会
員、クラブ数は減少を続けています。
　このような状況ではありますが、地域を活動基盤とする老人
クラブは、永年にわたって培った高齢者の知識と経験を活か
し、健康で心豊かな地域社会の実現に、これまで以上にその役
割を果たすことが求められております。
　このため、西区老人クラブ連合会では「健康・友愛・奉仕」の三
大運動を活動の基本とし、福岡市老人クラブ連合会の「ふくふ
くクラブ福岡『会員増強運動』指針」を踏まえ、本年度も引き続
き会員の増強や会員に喜んでもらえる活動の展開、また、新た
なリーダーの養成に取り組み、支え合い・助け合い活動の推進
といきいきとしたシニアライフの実現を目指してまいります。

令和 2 年度 事業計画 運 営 方 針

令和2年度は、次の取り組みを推進します。

１．魅力ある事業の実施と会員増強運動の推進
２．健康寿命を延ばす健康づくり、生きがいづくり、
　 仲間づくりの推進
３．友愛訪問や社会奉仕などの支え合い・助け合い活動の推進
４．地域団体や行政との連携の推進
５．ニセ電話詐欺被害０「ゼロ」運動の推進

老人クラブ育成功労者被表彰者（単位老人クラブ会長 : 全市 42 名）
NO 氏　名 校　区 クラブ
1 犬塚　正之 姪　浜 明寿会
2 山下　忠英 内　浜 さくら会
3 関　　敏己 能　古 第三常盤会
4 横地　　茂 西　陵 生の松原長寿会
5 島井　　健 下山門 共生会
6 三好　　均 下山門 3丁目和み会
7 鶴田　安隆 壱岐南 橋本レインボークラブ
8 川﨑　俊彦 今　津 第三松寿会
9 三島　新利 西　都 女原凛動会

老人クラブ育成功労者被表彰者（校区女性部長 : 全市 9名）
NO 氏　名 校　区 クラブ
1 高岡　悦代 金　武 金武福岡ハイタウン「和みの会」

優良老人クラブ被表彰者（単位老人クラブ : 全市 24 クラブ）
NO クラブ 校　区 氏　名
1 共生会 下山門 島井　　 健
2 野方西和楽路会 壱　岐 平塚　 正隆
3 宇田川原清水会 周船寺 大神　 克一

令和 2年度

福岡市老人クラブ連合会　会長表彰

　新型コロナウイルスの影響により、5月22日（金）

の福岡市老人クラブ連合会第47回通常総会での表

彰式は中止となり、表彰状は受賞者の皆様へ郵送に

て届けられました。なお、受賞者は以下の通りです。

第39回西区老人クラブ連合会総会を縮小開催

　今年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、例年のように総会を開催することができなくなり

ました。それに伴いまして、単位クラブ会長および女性部長からの委任状提出により、規模を縮小し、

5月14日（木）、西区役所会議室において令和2年度第39回西区老人クラブ連合会総会を開催しました。

当日は、吉田会長をはじめ役員等8名が出席し、議案第1号から第5号は原案どおり可決されました。

なお、委任状提出は単位クラブ会長および女性部長総数 177のうち 161となりました。

今年度の行事の開催につきましては、感染などの状況を見ながら決定してまいります。今後とも会

員皆様のご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

（総務部会）

（敬称略）
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月 日
曜

日
行　　事 場　　所 担当部会等

4
8 水 監事監査・役員会 西区役所

3 階 A 会議室 総務部会

22 水 役員会・運営委員会 西区役所
3 階 A 会議室 中止

5

14 木 西区老人クラブ連合会
総会

西区役所
3 階 B 会議室 規模縮小

20 水 教養文化部会 西市民センター
3 階実習室 中止

22 金 （市）老人クラブ連合会
通常総会

福岡市
市民福祉プラザ 規模縮小

26 火 広報部会 西区役所
3 階Ａ会議室 広報部会

28 木 西区高齢者
囲碁・将棋大会

西市民センター
3 階第１・２会議室 中止

6

2 火 総務部会 西区役所
3 階中会議室 A 中止

4 木 校区女性部長会 西区役所
3 階Ａ会議室 中止

9 火 広報部会 西区役所
3 階中会議室Ａ 広報部会

12 金 役員会・運営委員会 西区役所
3 階 A 会議室 中止

16 火 新任会長 
新任女性部長研修会

西市民センター
3 階第１・２会議室 中止

25 木 教養文化部会 西区役所
3 階中会議室 A 中止

7

8 水 広報部会 西市民センター
3 階第 2 会議室 広報部会

9
・
10

木

・

金

九州ブロック
リーダー研修会 熊本県 中止

15 水 西区高齢者演芸大会
（リハーサル）

西市民センター
ホール 中止

16 木 西区高齢者演芸大会 西市民センター
ホール 中止

28 火 （市）高齢者囲碁・
将棋大会

ふくふくプラザ
601・602研修室 中止

8

4 火 体育・健康部会 西市民センター
3 階実習室

体育・
健康部会

7 金 教養文化部会 西区役所
3 階 B 会議室 教養文化部会

20 木 役員会・運営委員会 西市民センター
4 階視聴覚室 総務部会

9

1 火 （市）高齢者
保健福祉大会 福岡市民会館 市老ク連

10 木 パークゴルフ体験会 佐賀市富士町
神水川パークゴルフ場 体育部会

14 月 （市）健康づくり
リーダー研修会

ふくふくプラザ
502･503研修室 市老ク連

16 水 西区老人クラブ
リーダー研修会

西市民センター
ホール

総務部会
女性部会

20 日 全国一斉「社会奉仕の日」 市内全域 市老ク連

月 日
曜

日
行　　事 場　　所 担当部会等

10

1 木 （市）高齢者
ゲートボール大会 山王公園 市老ク連

予備日10/2

7 水 西区高齢者
グラウンド・ゴルフ大会 小戸公園

体育部会
予備日 10/8

13

～

18

火

～

日
（市）高齢者美術展 福岡市美術館 市老ク連

15 木 女性部視察研修会 未　定 女性部会

20 火 役員会・運営委員会 西区役所
３階Ｂ会議室 総務部会

22 木 西区ウォーキング大会 西部運動公園 健康部会
予備日 10/23

27 火 （市）高齢者
グラウンド・ゴルフ大会 舞鶴公園 市老ク連

予備日10/28
10月30日（金）

～

11月3日（火）

ねんりんピック
岐阜大会 岐阜県 市老ク連

11

6 金 広報部会 西区役所
3 階Ａ会議室 広報部会

11 水 西区シルバー
芸能自慢大会

西市民センター
ホール 教養文化部会

17
･
18

火

・

水
（市）全国老人クラブ大会 山形県 市老ク連

26 木 西区高齢者
ソフトダーツ大会 福岡市立西体育館 体育部会

12

3 木 伝承社会奉仕 ･
女性部会

西区役所
3 階 B 会議室

伝承・
女性部会

7 月 広報部会 西市民センター
3 階第 3 会議室 広報部会

9 水 （市）女性部研修会 ふくふくプラザ
プラザホール 市老ク連

15 火 役員会・運営委員会 西区役所
3 階 B 会議室 総務部会

1

12 火 広報部会 西市民センター
3 階第 1 会議室 広報部会

14 木 役員会・運営委員会 西市民センター
3 階第 2 会議室 総務部会

26 火 （市）リーダー養成
研修会

ふくふくプラザ
502･503研修室 市老ク連

2

4 木 （市）高齢者
ソフトダーツ大会 福岡市民体育館 市老ク連

18 木 総務部会 西市民センター
3 階第 3 会議室 総務部会

25 木 友愛訪問等説明会・
健康教室

西市民センター
ホール

伝承・
健康部会

3
11 木 役員会・運営委員会 西区役所

3 階 B 会議室 総務部会

中旬 老人福祉施設慰問 未　定 伝承・
女性部会

令和２年度　月別行事予定
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令和 2年度　一般会計収支予算
■収入の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減項 目
1. 会　費 1. 会　費 629,800 676,700 △ 46,900
2. 補助金 1,456,000 1,460,000 △ 4,000

1. 運営費補助金 410,000 411,000 △ 1,000
2. 事業費補助金 760,000 762,000 △ 2,000
3. グラウンド・ゴルフ大会補助金 150,000 152,000 △ 2,000
4. 友愛訪問事業補助金 136,000 135,000 1,000

3. 繰入金 1. シルバー芸能自慢大会費繰入金 49,000 40,000 9,000
4. 配分金 1. 老人クラブ保険等配分金 18,000 20,000 △ 2,000
5. 繰越金 1. 繰越金 312,964 234,524 78,440
6. 諸収入 120,236 120,776 △ 540

1. 預金利子 236 776 △ 540
2. その他の収入 120,000 120,000 0
収　入　合　計 2,586,000 2,552,000 34,000

■支出の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減項 目
１. 総務費 500,000 550,000 △ 50,000

１. 総会費 90,000 100,000 △ 10,000
２. 会議費 370,000 400,000 △ 30,000
３. 事務費 20,000 30,000 △ 10,000
４. 渉外費 20,000 20,000 0

２. 事業費 1,575,000 1,635,000 △60,000
１. 研修費 165,000 185,000 △ 20,000
新任会長・女性部長研修 35,000 35,000 0
リーダー研修 100,000 100,000 0
女性部視察研修 30,000 50,000 △ 20,000

２. 活動事業費 960,000 990,000 △ 30,000
広報活動費 50,000 50,000 0
囲碁将棋大会 110,000 110,000 0
演芸大会・シルバー芸能大会 430,000 430,000 0
演芸大会 300,000 300,000 0
シルバー芸能自慢大会 130,000 130,000 0

健康づくり推進事業 80,000 90,000 △ 10,000
健康スポーツ大会 290,000 310,000 △ 20,000
パークゴルフ体験会 70,000 80,000 △ 10,000
ウォーキング大会 80,000 90,000 △ 10,000
ソフトダーツ大会 140,000 140,000 0

３. グラウンド・ゴルフ大会費 310,000 310,000 0
４. 友愛訪問事業費 140,000 150,000 △ 10,000

３. 負担金 308,000 322,000 △ 14,000
１. 市老連会費 188,000 202,000 △ 14,000
２. 市大会参加者補助金 120,000 120,000 0

４. 予備費 １. 予備費 203,000 45,000 158,000
支　出　合　計 2,586,000 2,552,000 34,000

令和 2年度　生きがいと健康づくり推進事業特別会計収支予算
■収入の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度
予算額

前年度
予算額 増　減項 目

１．受託料 553,600 542,680 10,920
１.生きがいと健康づくり推進事業受託料 448,000 439,000 9,000
２.老人いこいの家消耗品補充業務受託料 105,600 103,680 1,920

収　入　合　計 553,600 542,680 10,920

■支出の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度
予算額

前年度
予算額 増　減項 目

１. 生きがいと健康づくり推進事業費 448,000 439,000 9,000
１. 校区生き生き事業費 399,000 399,000 0
２. シルバー芸能自慢大会費 49,000 40,000 9,000

２. 老人いこいの家消耗品補充費 105,600 103,680 1,920
支　出　合　計 553,600 542,680 10,920

令和 2年度　ボランティア資金拠出金特別会計収支予算
■収入の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減
１. 繰越金 533,137 432,858 100,279
２. 拠出金 810,000 810,000 0
３. 預金利子 863 142 721
収　入　合　計 1,344,000 1,243,000 101,000

■支出の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減
１. 拠出金配分金 526,000 526,000 0
２. 社会奉仕活動費 500,000 500,000 0
３. 予備費 318,000 217,000 101,000
支　出　合　計 1,344,000 1,243,000 101,000

　

2
月
4
日
（
火
）、
福
岡
市

民
体
育
館
に
て
第
9
回
福
岡

市
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大

会
が
開
催
さ
れ
、
１
４
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は

「
カ
ウ
ン
ト･

ア
ッ
プ
」と「
ア

ン
ダ
ー･

ザ･

ハ
ッ
ト
」
の

2
種
目
が
行
わ
れ
、
西
区
か

ら
は
区
大
会
の
上
位
入
賞
者

20
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
の
部

で
は
、
第
5
位
に
西
陵
校
区

の
重
野
富
人
さ
ん
、
第
6
位

に
西
都
校
区
の
荒
木
保
さ
ん

が
入
賞
。
ま
た
、
ア
ン
ダ
ー

･

ザ･

ハ
ッ
ト
の
部
で
は
、

第
2
ボ
ー
ド
で
内
浜
校
区
の

深
見
幸
夫
さ
ん
、
第
3
ボ
ー

ド
で
西
都
校
区
の
荒
木
保
さ

ん
、
第
5
ボ
ー
ド
で
姪
浜
校

区
の
黒
住
敬
一
さ
ん
、
第
12

ボ
ー
ド
で
姪
北
校
区
の
西
方

靖
雄
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。今

年
の
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ

プ
の
3
位
と
9
位
、
そ
し
て

ア
ン
ダ
ー･

ザ･

ハ
ッ
ト
の

ボ
ー
ド
優
勝
者
15
名
の
う
ち

3
名
が
女
性
で
し
た
。
ソ
フ

ト
・
ダ
ー
ツ
は
男
女
と
も
に

気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
点
数
の
計
算
な

ど
を
行
う
た
め
頭
の
運
動
に

も
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
9
回
福
岡
市
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

西
区
よ
り
4
名
が
見
事
優
勝
！
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学校法人  西福岡学園

福岡市西区大字徳永431-22

http://nfg.ed.jp
TEL 092-806-0763

土台づくりのお手伝い
人間らしい人間の

介
紹
動
活
区
校

長寿会　ニュースポーツ

鶴亀会　公園の清掃

陵友会　音楽教室

西 陵
校区

魅
力
的
な
活
動
で

 

交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う

 

鶴
亀
会
　
松
本
　
敬
十

　

西
陵
校
区
の
連
合
会
は
、

長
寿
会
（
生
の
松
原
団
地
）、

鶴
亀
会
（
小
松
原
町
他
）、

陵
友
会
（
睦
个
丘
町
）
の
3

単
位
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
、

約
１
５
０
名
の
会
員
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

校
区
の
人
口
に
お
け
る
高

齢
化
率
は
40
・
4
％
で
す
が
、

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
率
は

60
歳
以
上
の
住
民
の
約
6
％

で
す
。
そ
れ
で
も
、
元
気
な

会
員
の
活
動
に
よ
り
、
総
会

員
数
は
維
持
で
き
て
い
ま

す
。

　

西
陵
校
区
に
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
、
カ
ラ
オ
ケ
に
励
ん

で
い
る
ク
ラ
ブ
、
公
園
の
清

掃
や
ラ
ジ
オ
体
操
を
子
ど
も

連
帯
感
を
高
め
る

広
報
紙「
老
ク
連
だ
よ
り
」

会
と
一
緒
に
行
い
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

る
ク
ラ
ブ
、
毎
週
、
町
内
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
と
茶
話
会
で

会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
る
ク
ラ

ブ
な
ど
様
々
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
紹
介
し

あ
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
の

枠
を
超
え
て
交
流
を
図
る
新

し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
西
陵

小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

単
位
ク
ラ
ブ
の
愛
好
会
に
所

属
し
て
い
な
い
会
員
や
若
い

世
代
、
小
学
生
の
参
加
が
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
そ
の
日
の
反
省
会
で

は
、
翌
年
度
に
は
複
数
の
開

催
を
す
る
と
い
う
目
標
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ソ
フ
ト

ダ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催
し
、

全
体
の
会
員
の
顔
と
名
前
を

覚
え
、
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
半
数
近
く
は
、
校

区
の
行
事
や
公
民
館
の
高
齢

者
教
室
な
ど
、
地
域
に
関
わ

る
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
て
い
な
い
の
で
校
区
で

﹃
老
ク
連
だ
よ
り
﹄
を
発
行

す
る
こ
と
で
活
動
状
況
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
会

員
の
紹
介
記
事
等
を
掲
載
し

て
会
員
同
士
の
連
帯
感
を
高

め
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
を
超
え
て
も
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
方
も
い
れ
ば
、

独
居
あ
る
い
は
高
齢
者
だ
け

で
ほ
と
ん
ど
外
出
さ
れ
な
い

世
帯
も
あ
り
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
へ
加
入
し
て
い
た
だ
き

た
い
方
々
に
い
か
に
魅
力
的

な
活
動
を
提
案
で
き
る
か
、

ま
た
、
地
域
の
交
流
を
深
め

て
い
く
役
割
の
一
端
を
担
う

と
と
も
に
、
助
け
合
っ
て
生

き
が
い
を
語
り
合
う
老
人
ク

ラ
ブ
と
し
て
、
校
区
で
協
力

す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
可

能
性
を
手
探
り
し
て
い
ま

す
。

グラウンド・ゴルフ大会
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今
津
校
区
は
、
今
津
湾
と

博
多
湾
の
海
岸
線
に
接
し
た
、

史
跡
と
福
祉
が
息
づ
く
街
で

す
。
長
浜
海
岸
に
は
3
㌔
に

わ
た
り
元
寇
防
塁
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
２
０
０
㍍
は
展
示

の
た
め
掘
り
起
こ
さ
れ
て
石

積
み
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
の
よ
う
に
動

力
設
備
、
測
量
設
備
が
な
い

時
代
に
正
確
に
造
ら
れ
た
石

壁
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

福
祉
関
係
は
「
社
協
」
で

は
な
く
「
今
津
福
祉
村
」
が

担
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
45
年

に
、
地
域
の
福
祉
施
設
と

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

住
民
福
祉
を
高
め
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
「
今
津
福
祉
村
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
意

思
決
定
機
関
と
し
て
「
福
祉

村
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
福

祉
を
中
心
と
し
た
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

行
政
関
係
は
、
自
治
協

議
会
が
校
区
5
町
内
会
（
浜

崎
、
本
町
、
岡
、
緑
町
、
大

原
）
の
取
り
ま
と
め
と
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
は
、
校

区
全
体
一
同
で
実
施
さ
れ
て

い
る
「
敬
老
会
」
で
す
。
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
60
歳
か

ら
で
す
が
、
高
齢
者
が
多
く

な
り
、
現
在
は
75
歳
以
上
が

招
待
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
ク
連
会
長
は
こ
の
中
で
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
す
。

校
区
老
ク
連
会
長
は
「
福

祉
村
議
会
の
議
員
・
自

治
協
の
理
事
」
に
就
任

し
て
活
動
す
る
と
と
も

に
、
校
区
老
ク
連
と
し

て
は
福
祉
村
や
自
治
協

が
行
う
各
行
事
（
校
区

運
動
会
、
盆
踊
り
、
海

今 津
校区

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を

入
会
の
後
押
し
に

連
合
会
長
　
白
水
　
国
男

金
武
校
区　

吉
武
町
長
寿
会

仲
間
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り

会
長
　
倉
光
　
利
信

　

金
武
地
区
は
西
区
の
南
に

面
し
て
お
り
、
全
国
的
に
有

名
な
弥
生
時
代
の
大
規
模
遺

跡
、
吉
武
高
木
遺
跡
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
多
く
の

青
銅
器
が
出
土
し
、
有
力
者

た
ち
の
墓
「
特
定
集
団
墓
」

と
し
て
、
平
成
5
年
に
国
の

遺
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
は
会
員
数
56
名
で
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員

の
一
番
の
楽
し
み
は
年
3
回

の
バ
ス
ハ
イ
ク
で
す
。
出
発

前
に
は
健
康
に
関
す
る
講
話

も
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
5

日
に
は
、
美
化
活
動
の
一
環
と

し
て
吉
武
公
園
を
清
掃
し
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
に
行
い
、

健
康
増
進
を
目
指
し
て
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
武
社
会
福
祉
協

議
会
と
共
催
で
ダ
ー
ツ
や
ゲ

ー
ム
を
行
い
、
豪
華
景
品
を

贈
呈
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
歓

喜
の
中
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
仲
間
づ
く
り

や
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。

岸
清
掃
等
）
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

単
位
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
、

4
町
内
会
に
7
単
位
ク
ラ
ブ

が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
1
町
内
に
は
ク
ラ
ブ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
こ
で
も
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
会
長

に
な
る
人
が
い
な
い
と
の
こ

と
で
4
年
前
に
解
散
さ
れ
ま

し
た
。
校
区
全
体
で
高
齢
化

が
進
み
（
65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
40
・
0
％
）、
会
長
の
後

継
者
ば
か
り
で
な
く
、
新
規

加
入
者
も
少
な
く
、
各
単
位

ク
ラ
ブ
と
も
ク
ラ
ブ
を
維
持

し
て
い
く
の
に
苦
労
し
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。

校
区
内
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
が
盛
ん
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
3
町
内
に

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛

好
会
が
あ
り
、
愛
好
会
同
士

で
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
メ
ン
バ
ー
は
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
員
で
す
が
、
こ
れ
を

活
用
し
て
校
区
老
ク
連
主
催

で
年
1
回
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
親
睦
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
愛
好
会
の
な
い
町

内
、
そ
し
て
先
々
老
人
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
人

に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

順
位
は
つ
け
ず
、
や
る
気
を

出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
は
取
り
放
題

で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
も
初
心
者

も
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

今
津
校
区
は
校
区
行
事
が

多
い
上
、
西
区
老
ク
連
の
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る

た
め
、
健
康
に
留
意
し
て
日

常
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
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普
通
に
元
気
で
、
大
き
な

余
病
も
な
い
私
も
、
目
に
見

え
な
い
未
知
の
病
原
体
に
不

安
を
感
じ
ま
し
た
。
老
々
介

護
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
を

抱
え
る
家
族
の
気
遣
い
は
想

像
で
き
ま
す
。
仮
に
、
家
族

の
一
人
が
軽
症
で
感
染
し
た

ら
、
自
宅
療
養
（
今
は
ホ
テ

ル
宿
泊
）
で
患
者
本
人
も
お

世
話
す
る
人
も
地
獄
と
思
い

ま
す
。

　

救
急
搬
送
で
は
、
病
院
の

た
ら
い
回
し
の
回
数
が
2
桁

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
軽
症

と
言
わ
れ
ホ
ッ
と
し
た
と

思
っ
た
ら
、
急
激
な
症
状
の

悪
化
。
そ
し
て
、
言
葉
も
交

わ
せ
な
い
病
室
の
窓
ガ
ラ
ス

を
挟
ん
で
の
お
別
れ
は
、
耳

や
目
を
覆
い
た
く
な
り
ま

す
。

　

日
本
人
の
社
会
的
な
規
範

は
優
秀
で
す
が
、
個
々
に
な

る
と
自
由
、
勝
手
主
義
に
翻

弄
さ
れ
「
不
要
不
急
」
の
外

出
も
「
3
密
」
も
ど
こ
か
に

飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
感
染

者
の
増
減
で
ク
ラ
ス
タ
ー
だ

の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
オ
ー

バ
ー
シ
ュ
ー
ト
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
だ
の
カ
タ
カ
ナ
言
葉

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。

　

医
療
技
術
は
、
日
本
は

世
界
の
冠
た
る
も
の
と
勝

手
に
自
負
し
て
い
ま
し
た

が
、
少
々
ガ
ッ
カ
リ
し
ま
し

た
。
過
去
に
世
界
に
広
ま
っ

た
S
A
R
S
は
、
国
内
で

の
感
染
者
が
少
な
く
、
新
し

い
感
染
症
に
対
す
る
経
験
が

浅
い
で
す
。
検
査
の
拡
充
や

医
療
器
具
の
準
備
の
遅
れ

が
、
P
C
R
の
検
査
人
数

を
阻
ん
だ
の
を
悔
し
く
思
い

ま
す
。

　

数
年
前
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
の
談
話
を
聞
き
ま
し
た

が
、
日
本
の
基
礎
科
学
の
予

算
配
分
が
少
な
い
こ
と
を
嘆

き
、
数
年
後
の
研
究
者
不
足

や
研
究
の
遅
れ
を
心
配
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。

　

今
は
春
野
菜
の
時
期
で
す

が
、
密
集
、
密
閉
、
密
接
の

「
3
密
」
と
縁
遠
い
環
境
で

あ
る
高
齢
者
農
園
も
天
候
次

第
で
、
三
々
五
々
農
作
業
の

遅
れ
の
取
り
戻
し
や
自
然
を

感
じ
に
来
ら
れ
ま
す
。
大
空

を
見
上
げ
て
も
、
お
し
ゃ
べ

り
の
人
は
い
ま
せ
ん
。

　

逆
に
行
く
場
所
も
な
い

「
巣
ご
も
り
」生
活
で
は
返
っ

て
危
機
を
感
じ
ま
す
。
何
が

起
き
て
も
不
思
議
で
な
い
今

を
生
き
抜
く
に
は
、
自
分
が

好
き
で
、
そ
の
好
き
が
楽
し

み
に
変
わ
る
生
活
（
趣
味
）

を
見
つ
け
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

不
要
不
急
の
外
出
禁
止
は

自
分
を
守
る
た
め
で
は
な

く
、
周
囲
の
人
々
に
感
染
を

広
げ
な
い
と
い
う
「
恕
」
の

気
持
ち
で
守
り
た
い
で
す
。

こ
の
原
稿
が
届
く
頃
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息

し
て
い
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

終
息
の
見
え
な
い

コ
ロ
ナ
の
感
染
危
機

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
副
会
長
　
神
園
　
興
也

新型コロナウイルスによる肺炎に注意！
　新型コロナウイルスによる肺炎は、患者の咳やくしゃみなどのしぶきに含まれる病原体に
よる感染（飛沫感染）や、病原体が付着した手で口や鼻に触れることによって感染（接
触感染）すると考えられています。

行いましょう 徹底しましょう忘れずに

並びましょう 毎日の習慣に

手洗い
予防のポイントは？
　高齢者や基礎疾患を有する方は、感染した場
合重篤化するリスクが高くなります。人混みを
避けたり、アルコール消毒、手洗い、う
がいなどを行い、感染予防に努めましょう。

マスクを着用する ハンカチで口と鼻を覆う 上着の袖などで口と鼻を覆う

感染拡大を防ぐ3つの咳エチケット

☎092-711-4126

新型コロナウイルス
感染症相談ダイヤル

※24時間対応
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足腰を強くする貯筋体操

絶対に教えない！渡さない！

給付金のサギに注意！
　特別定額給付金（新型コロナウイルス感染症
緊急経済対策関連）事業の実施に伴い、同給付
金をかたる詐欺事件が発生しています。総務省
や市役所をかたる電話やメールは、詐欺の可能
性があります。くれぐれもご注意ください！

市区町村や総務省などが以下のことを行うことは絶対にありません！

現金自動預払機（ATM）の操作をお願いすること注意 !

受給にあたり手数料の振込みを求めること注意 !

メールを送りURLをクリックして申請手続きを求めること注意 !

◎暗証番号
◎通帳
◎口座番号
◎キャッシュカード
◎マイナンバーカード
絶対に教えたり、渡した
りしないでください

「怪しいな？」と思ったら、
１人で悩まず、まず相談を！

警察相談
専用電話 #9110

消費者ホットライン
（局番なしの 3 桁） 188

新型コロナウイルス給付金関連
消費者ホットライン 0120-213-188

西警察署
092-805-6110
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短
　
歌

わ
れ
ひ
と
り
朝
日
そ
そ
ぐ
部
屋
に
居
て
お
ひ
な
様
折
る
誕
生
日
か
な

 

今
津
校
区
　
第
三
松
寿
会
　
相
田
　
絹
代

失
せ
も
の
を
探
し
当
て
た
る
喜
び
に
胸
の
つ
か
え
の
瞬
時
に
下
り
る

 

姪
浜
校
区
　
新
寿
会
　
片
山
　
悦
子

赤
と
ん
ぼ
取
っ
て
く
れ
ろ
と
せ
が
む
児
に
へ
っ
ぴ
り
腰
で
駈か

け
る
父
親

 

愛
宕
浜
校
区
　
虹
の
会
　
野
田
　
敏
勝

川
　
柳

ゴ
ミ
屋
敷
不
要
不
急
で
大
掃
除

 

愛
宕
浜
校
区
　
マ
リ
ナ
タ
ウ
ン
シ
ニ
ア
会
　
大
森
　
節
子

俳
　
句

春
菊
の
花
咲
く
ま
で
は
耕
や
さ
ず

 

壱
岐
南
校
区
　
野
方
福
寿
会
　
的
野
　
し
づ
子

池い
け

の
面も

に
映う
つ

る
菖し
ょ
う
ぶ蒲
の
紅べ
に

の
濃こ

し

 

愛
宕
浜
校
区
　
マ
リ
ナ
タ
ウ
ン
シ
ニ
ア
会
　
江
副
　
史
子

強
風
の
川
面
に
踊
る
渡
り
鳥
か
な

 

愛
宕
浜
校
区
　
マ
リ
ナ
タ
ウ
ン
シ
ニ
ア
会
　
麻
生
　
昭
雄

短 歌 俳 句 川 柳
〒 819-8501

西区内浜 1-4-1 西区役所 3階

西区老人クラブ連合会 事務局

TEL 092-895-7107　FAX 092-881-5874

応募先

『西区老ク連だより』文芸作品募集

★必ず校区名、クラブ名、氏名、年齢、連絡先を明記ください
★短歌・俳句・川柳は一人各2首、2句までとします

【応 募 方 法】

展示会作品募集中！

〒 810-0062
福岡市中央区荒戸 3丁目 3番 39号　
市民福祉プラザ内　福岡市老人クラブ連合会事務局
（TEL 092-713-1340・FAX 092-713-0157）

《宛　先》

◆部門： （1）洋画 （2）日本画 （3）書 （4）写真 （5）工芸
◆対象：市内居住の60歳以上のアマチュア
◆募集期間：8月15日（土）～9月14日（月)
◆展示：10月13日（火）～10月18日（日）福岡市美術館

【申込み方法】
「往復はがき」に下記の事項を楷書でご記入ください。
①氏名（ふりがな） ②生年月日 ③住所 ④電話番号 ⑤所属老
人クラブ名 ⑥出品部門名 ⑦作品の題名（ふりがな）
※昨年度特別賞受賞者は「特別出品」とご記載ください。
◎作品搬入　10月12日（月）午前10時30分～11時30分
◎作品搬出　10月18日（日）午後5時30分～6時

《第50回福岡市高齢者美術展》
【
シ
ル
バ
ー
川 

柳
】

全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
「
シ
ル
バ
ー
川
柳
」
よ
り

四
元
号
生
き
抜
き
迎
え
る
白
寿
か
な

じ
い
ち
ゃ
ん
に
ス
マ
ホ
教
え
る
孫
5
才

若
作
り
し
て
も
話
題
は
み
な
昭
和

朝
起
き
て
調
子
い
い
か
ら
医
者
に
行
く

う
ま
か
っ
た
何
を
食
べ
た
か
忘
れ
た
が

納
得
を
す
る
ま
で
計
る
血
圧
計

歩
幅
減
り
歩
数
が
増
え
た
万
歩
計

懐
メ
ロ
が
新
し
過
ぎ
て
歌
え
な
い

生
き
が
い
は
何
か
と
聞
か
れ
「
生
き
る
こ
と
」
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■「西区老ク連だより」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

西 区 老 ク 連 だ よ り

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

 

皆
様
方
へ

福
岡
市

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

こ
の
た
び
は
、
西
区
老
ク
連
だ

よ
り
へ
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

本
紙
は
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
願
っ
て
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
、
ご
厚
誼

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

編
集
後
記

　

烏
が
鳴
か
な
い
日
は
あ
っ
て
も
、

コ
ロ
ナ
の
報
道
が
な
い
日
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
紙
が
皆
さ
ん
に

届
く
頃
に
は
終
息
し
て
い
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

2
月
以
降
の
一
部
の
年
間
行
事

は
縮
小
や
中
止
と
な
り
、
広
報
部
で

は
、
原
稿
の
少
な
い
紙
面
づ
く
り

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
部

員
の
入
れ
か
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、

広
報
部
会
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
見
交
換
が

で
き
ま
し
た
。
次
号
の
制
作
も
楽
し

み
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
コ
ロ
ナ
で
不

安
と
心
配
の
中
、
原
稿
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

前
号
か
ら
は
優
し
さ
、
思
い
や

り
、
仲
間
づ
く
り
の
や
る
気
が
伝
わ

り
、
長
寿
社
会
で
の
人
生
１
０
０
年

の
老
い
て
か
ら
こ
そ
の
良
い
人
間

関
係
づ
く
り
が
み
ら
れ
る
紙
面
に

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
校
区
や
単
位
ク
ラ
ブ
の

脱
会
や
解
散
を
耳
に
し
ま
す
。
当
事

者
は
熟
慮
を
重
ね
た
結
果
で
し
ょ

う
が
、
仲
間
を
失
う
の
は
残
念
で

す
。
私
た
ち
は
お
互
い
に
仲
間
の

考
え
方
や
行
動
を
共
有
し
な
が
ら
、

仲
間
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　

次
号
も
皆
さ
ん
の
多
く
の
ご
投

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長　

神
園　

興
也
）

生きがいづくり

健 康 づ く り

仲 間 づ く り

地 域 づ く り

会員募集

　老人クラブは、仲間づくりを通して、生きが
いと健康づくり、生活を豊かにする楽しい活動
を行うとともに、その知識や経験を生かして、
地域の諸団体と共同し、地域を豊かにする社会
活動に取り組み、明るい長寿社会づくり、保健
福祉の向上に努めることを目的にしています。
　長い人生で得た知識や経験を生かし、老人クラ
ブで仲間とともに新たな自分を探しませんか？

◆ おおむね 60 歳以上の方なら、どなたでも
入会することができます。

◆ 入会を希望される方は、お住まいの地区の
クラブに直接お申し込みください。

◆ 最寄りのクラブが分からない、連絡先が分
からないときは、西区老人クラブ連合会事
務局までお問い合わせください。

お問い合わせ

西区老人クラブ連合会事務局

☎092-895-7107

演芸大会

仲間と一緒に
人生を楽しもう！

地域の清掃活動

ウォーキング大会

ソフトダーツ大会

老人福祉施設慰問


